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学校に「遊びムーブメント」を起こ
してみませんか

運動の「楽しさ」を味わうことの
できる体育学習を作りませんか

 

運動遊びを 運動遊びを 

運 動 の生活化 

～授業の中で楽しさを実感～ 

●運動の楽しさを実感する 

●体力向上●主体性，社会性の向上 

 

 

運 動 の 日 常 化 

～運動遊びを身近なものに～ 

運 動 の 生 活 化 

～授業の中で楽しさを実感～ 

低学年の授業 
計画的な 
運動環境整備 

●運動の楽しさを実感する ●動きの習得 

●自ら学ぶ ●自ら律する 

 

運 動 の日常化 

～運動遊びを身近なものに～ 

楽しむ 楽しむ 

●外遊びをする児童の増加 

●体力向上●主体性，社会性の向上 

 

運動遊びを学校生活に取り入れる体力向上モデル運動遊びを学校生活に取り入れる体力向上モデル

子どもたちが楽しく学べる
体育学習にしたいな

クラス遊びを充実させたいな

全校児童が進んで遊びたくなる
工夫を知りたいな

苦手な子も元気に外で遊べる
ようになってほしいな

体力向上を図るにはどうしたら
いいかな

子どもたちが主体的に学ぶ
体育学習にしたいな

どんなことに気を付けて，
授業づくりをしていけばい
いのかな

生活化 日常化×



 

遊び場，遊び道具の整理

運動の日常化
た の

しい運動遊びのすすめ
うんどうあそ

≪お手軽二人遊び編≫

体ジャンケン

ジャンケンのポーズは，相談して変えて
もいいですよ。

エックス

5mぐらいの間隔をとって向かい合います。
ボールを両手で，下投げをして相手と当てあ
います。上手くキャッチできなければ負けで
す。キャッチするときに，腕をエックスにし
てとることができると．一歩近づくことがで
きます。片手でキャッチできたら二歩近づけ
るというルールも面白いですね。

グリコ

目的地を決めてやるといいです。移動を
スキップやケンケンでしてもおもしろいで
すよ。

二人で向かい合い，手のひらを相手に向
けて押し合い，足が動いたら負けです。体
に触れても負けです。押したり引いたりし
て楽しむことができます。

かべあてボール

二人が1～2mの間隔をあけて，かべに向
かって立ちます。一人がかべに向けて投げ
たボールをもう一人が動かずに取れたら成
功です。成功したら，壁から少しずつ離れ
ると難しくなって楽しめます。回数を競っ
たり，距離を競うと楽しいです。また，ワ
ンバウンドでとるというルールにしてもい
いですね。

運動遊びを身近なものにするために，
様々な工夫をしましょう

遊びの掲示 遊びをうながす配布物

 

年
ねん

 組
くみ

 名前
な ま え

 

  

目
もく

 標
ひょう

 
 
①おにごっこ          走

はし

る・すばやさ 

②色
いろ

おに            走
はし

る・すばやさ 

③氷
こおり

おに           走
はし

る・すばやさ

④手
て

つなぎおに        走
はし

る・協 調 性
きょうちょうせい

 

⑤だるまさんがころんだ  表 現 力
ひょうげんりょく

・すばやさ 

⑥ケンパー           跳
と

ぶ・バランス 

⑦花
はな

いちもんめ          協 調 性
きょうちょうせい

 

⑧手
て

押
お

しずもう       力
ちから

強
づよ

さ・バランス 

⑨馬跳
う ま と

び              力
ちから

強
づよ

さ 

⑩ドッジボール        投
な

げる・すばやさ 

⑪鉄棒
てつぼう

遊
あそ

び         バランス・ 力
ちから

強
づよ

さ 

⑫短
たん

なわ            跳
と

ぶ・リズム感
かん

 

⑬長
なが

なわ            跳
と

ぶ・リズム感
かん

 

⑭自分
じ ぶ ん

で考
かんが

えた遊
あそ

び 

できるだけたくさんの遊
あそ

びをしよう。友
とも

だちと仲良
な か よ

く，けがをしないように，楽
たの

しく運動
うんどう

をしよう。 

①楽
たの

しく遊
あそ

びや運動
うんどう

・健康
けんこう

のメニュ

ーができましたか 

②毎日
まいにち

コツコツ続
つづ

けることができ

ましたか 

③自分
じ ぶ ん

の目標
もくひょう

を達成
たっせい

することがで

きましたか 

 

ふりかえり 

 

⑮授 業 中
じゅぎょうちゅう

，背筋
せ す じ

をのばす  筋力
きんりょく

 

⑯ぞうきんで床
ゆか

をふく    筋力
きんりょく

 

⑰ジョギングをする    持久力
じきゅうりょく

 

⑱15分
ふん

ぐらい歩
ある

く     持久力
じきゅうりょく

 

⑲階段
かいだん

をたくさん使
つか

う   持久力
じきゅうりょく

 

⑳お風呂
ふ ろ

あがりにストレッチ体操
たいそう

をする          柔軟性
じゅうなんせい

 

 好
す

き嫌
きら

いなく食
た

べる   食生活
しょくせいかつ

 

 早寝
は や ね

早
はや

起
お

き      生活
せいかつ

リズム 

 自分
じ ぶ ん

で考
かんが

えた運動
うんどう

・健康
けんこう

 

メニュー 

クラブ活動で遊びに
取り組む

全校縦割り活動で
遊びに取り組む

朝会を使って
遊びを広げる

獲得した遊びを
学年で遊ぶ

学校，学年，学級の実態に応じて，
取り組んでみてください。

気軽にケンパが
できる遊び場

全校児童がいつでも
活用できるしっぽ

新しい遊びを知ること
ができる掲示

ゴムとびの手順を示し
た掲示

つい遊んでみたくなるようなものを
用意するといいですね。

全校児童がよく目にする場所を選んで掲示するとよいです。
また，体育の授業で行ったものをとりあげるのもよいです。

児童が手に取ってみることができると，「遊んでみたい」という
意欲が高まります。研究課のHPに詳細をアップしています。

朝会の時間を活用した，教職員に
よる遊びの紹介劇

教職員による劇をすることで，子どもたち
の意欲は非常に高まりますね。

様々な種類の運動
遊びを取り入れた
遊びクラブの創設

楽しく遊ぶことができるような遊びを年
間を通して継続的に行うとよいですね。

紹介してもらった遊びを学年全体
で遊ぶ時間の設定

継続的に続けることで，遊びが自分の日常
の一部となりますね。

月1度の縦割り
遊びの時間で楽
しく遊ぶ

異学年縦割りグループで
の活動なので，自然と，
教え合いや伝え合いがう
まれますね。



 

児童の自由度を高めること

運動の生活化 遊び＝学びの体育学習となるための
四つのポイントを意識しましょう

学びの姿（指導したいこと）が明確であるから
こそ，児童の姿を基にした指導ができます。

選択できること

  

舞 
 

 

台 

ジ

グ

ザ

グ

の

場 

下
り
坂
の
場 

ふ
た
り
で 

ゴ
ロ
ゴ
ロ

の

場 

だ
ん
さ
の
場 

す
べ
り
だ
い
の
場 

かえるとびの場 

ペアで自由に
場所を移動し
てよい

指導者のねら
いが反映され
た場を設定す
る

自分たちが遊
びやすいよう
な場の工夫を
してよい

変更できること

工夫できること

楽しさの要素を取り入れること 競争 達成

克服 運

真似 心地よさ
事 例 1 1 年 マ ッ ト あ そ び 事例 2 2年てつぼうあそび

獲得した遊び
をてつぼうす
ごろくで楽し
む

多くの楽しさ
の要素を意図
的に取り入れ
る

自分たちが遊
びやすいよう
にルール変更
してもよい

鉄棒は「達成・克服型」の運動とされていますが，低学年の子どもた
ちにとっては，そうでない場合もあります。意図的に多くの楽しさを
取り入れることで，誰でも楽しく活動することができます。指導者の

思いや願い
児童の実態

遊 び 学 び

児童の励みとなる声かけを
続けること

児童の学びの姿を明確にして
おくこと

単元の初めは，子どものやる気のスイッチを入れ
るようにします。子どもたちのやるスイッチが入
れば，思考・技能をうながす声かけをします。

児童の姿を基にした指導を

さらに詳しく知りたい方は，京都市
教育委員会，研究課のHPへアクセス

関心意欲態度→思考技能へ

意 図 的 な 声 か け の 例

単元前半は，
関心・意欲・
態度に関わる
内容

単元後半にか
けて，思考・
技能に関わる
内容

実態に応じて，
励みとなる声
かけを続ける

単元前半 単元後半

関心・意欲・態度をうながす声かけ

思考・技能をうながす声かけ

いいよ

この調子

ナイス

○○ができ
ているね

事例 3 1年とびばこあそび

学びの姿を明
確にしながら
学習を進める

両足で強く踏
み切るという
情報が，児童
にしみ込む

いくつか視点
を変えて見る
ことで,技能が
高まる

自由度を高めることで，子どもたちは自ら進んで活動していきます。
ある程度の遊び（ゆとり）がないと，子どもたちは窮屈に感じます。
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